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Symbol of Shimizu Elementary Safe School  
The symbol logo of Safe School Project was deigned with Sun flower, School flower of 

Shimizu Elementary School, and shape of the school by a student.  

 
The Student board set up the symbol of ISS project among 

applied logos by students.  
The symbol logo is a school smiling in a helmet with hope of all 

students’ safety.  The helmet has a mark of school flower and 

the body has ISS( International Safe School) in  three colors of 

traffic right, blue, yellow and red. 



 

  しみずっ子の光り輝く 

安心・安全な学校づくり 

 

校庭の真ん中にどっしりと根を下ろすヒマラヤスギの大木が、 

         元気な子どもたちを見守っている学校、それが清水小学校です。

地域の方々に大切にされ、130 年を越す歴史と伝統が誇りです。昔は、のどかな田園

の中にある学校でしたが、現在では学区を３本の国道が通り、多くの住宅に囲まれた

児童数900人を超える大きな学校です。しかし、近年、安心・安全であるべき学校が

登下校時の交通事故や不審者など、児童がいつ被害者になってもおかしくない環境の

中に置かれています。 

2008年度は、残念なことに交通事故が７件発生してしまいました。そこでまず「子

どもたちを交通事故から守ろう」を目標に掲げ、ＰＴＡ会長を中心として地域や保護

者・学校で組織された「しみずっ子すこやかネットワーク会議」と協力して、ヘルメ

ットの着用、自転車の安全運転技術の向上などに取り組みました。このような中、「し

みずっ子すこやかネットワーク会議」が厚木市のセーフコミュニティのモデル地区の

指定を受け、その問題解決の手法を学びながら取り組んだ結果、2009年度には交通事

故の件数が１件と激減し、大きな成果をあげることができました。 

私たちは、このセーフコミュニティの取組を通して、より安全な教育環境づくりを

目指す学校に与えられる国際認証インターナショナルセーフスクール（ＩＳＳ）があ

ることを知り、迷わずその認証取得を目指すことにしました。ＩＳＳの考え方を参考

にして、校内の子どもたちの安全に目を向けてみました。すると、校内のけがの発生

が2008年度は、5,636件と大変多いことがわかり、けがや事故の防止にまず取り組む

ことにしました。 

子どもたちの学びの場である学校にとって、安心・安全は最優先に確保されなけれ

ばなりません。安心して学習できる学校、安全な中で楽しく過ごせる学校は、子ども

たち、保護者、地域、教職員の共通の願いです。ＩＳＳの認証取得を目指すことは、

私たちの願う理想的な学校の実現に他なりません。私たちの学校の取組が成果をあげ、

市内の学校、県内の学校そしてさらに多くの学校へ広がり、未来を担う子どもたちが

安心・安全な学校で成長していってくれることを願っています。 

 
２０１０年９月 



 

        学校・保護者・地域のスクラムで築く 

「子どもたちの安心・安全」 
 
２０１０年２月、誰もが安心して過ごせる学校、その安全な 
教育環境づくりを追求し、努力を続けてきた清水小学校は、市

町村立小学校においては全国で初めてとなる「インターナショナルセーフスクール（Ｉ

ＳＳ）」の認証取得を目指す意思表明をいたしました。 
これは、子どもたちにとって安心・安全な学校づくりをより現実的なものとして推

進していくために、学校、保護者、地域が一体となって取り組んでいくことの大切さ

を再確認するとともに、共通の目標に向かって、これまで以上に結束力を高めて活動

に取り組んでいくという大きな決意の表れでもあります。 
清水小学校の取組の特色は、子どもたち自身や学校の取組だけでは限界があると思

われる「交通事故の防止」や「不審者被害の防止」に対して、保護者や地域の方々、

教職員で組織する「しみずっ子すこやかネットワーク会議」がその中心的な役割を担

い、校外における子どもたちの安心・安全な環境づくりにも力を入れてきた点にあり

ます。 
そして、交通事故や不審者被害の発生件数の大幅な減少という実績とともに、子ど

もたち一人一人が毎日の生活の中で意識できる「安心・安全に必要なこと」を、具体

的な取組として掲げ、活動することを通して、安全であることの大切さや安心して生

活できることの素晴らしさを、子どもたち自身が身近なものとして実感できるという

成果をあげることができました。 
「未来を担う子どもたちの安心・安全」のために、学校・保護者・地域が一丸とな

ってスクラムを組んだこの清水小学校の取組が、子どもたちの安心・安全な教育環境

づくりの模範となり、今後も市内の多くの小・中学校へ広がっていくことに期待をし

ております。 
最後になりましたが、これまで「インターナショナルセーフスクール（ＩＳＳ）」

の認証取得を目指す取組に対して、お力添えをいただいた関係者の皆様方に心から感

謝申し上げます。 
 

２０１０年９月 
 



 

     インターナショナルセーフスクールの 

認証取得で安心・安全・元気な学校を 
 

厚木市では、2008年４月からＷＨＯ（世界保健機関）セーフコ 
ミュニティ協働センターが提唱する「セーフコミュニティ」の認

証取得に向けて取組を始めました。「事故やけがは、偶然の結果ではなく、予防できる」

という「セーフコミュニティ」の理念は、まさに厚木市が目指す方向と合致しており、

「セーフコミュニティ」に全力を挙げて取り組むことが、地域の「信頼と絆」の強化

や地域の安全活力の活性化、人々のＱＯＬ（生活の質）の向上につながっていくもの

と確信しております。 
この度、厚木市立清水小学校が、「インターナショナルセーフスクール」の認証取

得を目指すこととなりましたが、これは、厚木市の「セーフコミュニティ」認証取得

に向けた取組の過程において、清水小学校の保護者、教職員、地域の方々で組織する

「しみずっ子すこやかネットワーク会議」が中心となり、地域の実情に応じた取組を

実践する「厚木市セーフコミュニティモデル地区」として、学校を基軸とした活動を

積極的に展開してきた成果であります。 
清水小学校が、厚木市内の学校のさきがけとして、子どもの安全、学校の安全、さ

らには地域の安全の向上を図り、安心・安全な教育環境づくりにおけるひとつのモデ

ルとなることを心から期待しております。 
安心・安全な教育環境は万人の願いです。子どもの健やかな成長を見守り、事故や

けがのない安心で安全に学べる環境をつくることは我々の責務ではないでしょうか。 
これまでの清水小学校関係者の皆様の安心・安全に係る様々な活動に対し、感謝と

敬意を表するとともに、厚木市においても、「セーフコミュニティ認証都市」を目指し、

市民との協働による元気あふれるまちづくりに全力で取り組んでまいります。 
「インターナショナルセーフスクール」、「セーフコミュニティ」ともに、認証取得

がゴールではありません。私たちは、安心・安全・元気な学校、そして安心・安全・

元気な都市の実現に向けて、今、まさにスタート地点に立とうとしているところです。 
今後も、皆様の御指導、御協力をお願い申し上げます。 

 
２０１０年９月 
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Ⅰ 清水小学校の概要 
厚木市のほぼ中央に位置する清水小学校 
は、先人のたゆまざる努力によって創られ 
た130年余の長い歴史とよき伝統を大切に 
し、地域と家庭との信頼と尊敬で結ばれる 
学校づくりに努力している。 
校庭にそびえる一本のヒマラヤスギの大 

  樹は、本校のシンボルとして市民から親し 
まれており、また、小学校に隣接する妻田 
薬師（遍照院）には県指定天然記念物である樹齢約500年のクスノキや市指定有

形文化財の薬師堂がある。 

１ 校章 

1915年、それまで妻田薬師境内にあった校舎が現在

地に新築完成したことを記念して制定したものである。

当時の教員がデザインしたもので、薬師境内にある大

楠と湧出する清水にちなんで、清水の流れと菊水を表

している。菊水とは、紋所の一つで、楠氏の家紋とし

て名高いと言われている。 

 

２ 児童数 

全校児童数 926人（2010年5月1日現在） 

 クラス数 １組 ２組 ３組 ４組 ５組 合計 

１年生 5 31 31 31 32 31 156 

２年生 5 31 32 33 33 33 162 

３年生 4 34 35 35 35  139 

４年生 5 33 34 33 33 33 166 

５年生 4 37 36 36 36  145 

６年生 5 28 29 29 29 29 144 

学習室 4  8  4  1  1   14 

合計 32      926 

清水小のシンボル「ヒマラヤスギ」 
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３ 地理的な特徴 

清水小学校は、本厚木駅から北へ約３ｋｍ、神奈川県厚木市のほぼ中央に位置

している。東に中津川、西に小鮎川と２つの河川に挟まれた住宅の多い地域で、

国道412号線、246号線が区域を南北に貫き、交通量も多い地域である。 
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Ⅱ インターナショナルセーフスクールの取組に至った経緯 

 

１ 背景 

清水小学校では、児童の安全向上のため、しみずっ子すこやかネットワーク会議の

設立をはじめ、各種安全対策に取り組んできたが、2008年には、児童の交通事故が７

件発生し、そのうち６件は自転車乗車時の事故であった。そこで、従来の安全対策に

加え、自転車交通安全対策にも力を入れるようになった。 
また、同年、道路交通法の改正があり、児童、幼児の自転車乗車時のヘルメット着

用が努力義務規定されたことを受け、児童の自転 
車乗車時のヘルメット着用運動へと対策は発展し 
てきた。 
2009年には、折しも厚木市がセーフコミュニ 
ティ認証取得を目指していたこともあり、また、 
かねてから清水小学校が実践してきた安全に対す 
る取組がセーフコミュニティの理念、手法と合致 
する点が多かったことから、市からセーフコミュ 
ニティモデル地区の指定を受け、地域の実情に応 
じたセーフコミュニティ活動を展開してきた。 
その後、セーフコミュニティ活動に携わる機会 
が増したことにより、インターナショナルセーフ 
スクールの認証制度を知ることとなった。そして、 
学校における安全の向上を目指す本認証の取得を 
目指すことにより、一層安全に対する意識が高ま 
るとともに、取組を体系的かつ効果的に推進する 
ことができると判断したものである。また、これ 
により、市のセーフコミュニティの取組との協調 
体制も確固たるものとなった。 
ちなみに、2009年の児童の交通事故発生件数は、 
１件のみであった。 
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２ 取組のイメージ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

家 庭 
（PTA）

みんなで守る！ 
しみずっ子の元気と笑顔 

 
 

<教職員>
指導・支援 
環境整備  

学 校 

しみずっ子の光り輝く 
安心・安全な学校 

<児   童> 
主体的な活動 
日々の学習 

地 域 
子どもが安心できる場所こそが

セーフコミュニティ 

 しみずっ子すこやかネットワーク会議 
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３ 進行状況 

 
2006.7 しみずっ子すこやかネットワーク会議設立 

2008.11 自転車用ヘルメットに関するアンケート調査開始 

2008.11 「セーフコミュニティ推進に向けての市民総決起大会」（厚木市）にて取組を発表

2009.2 アジア地域ＷＨＯセーフコミュニティ認証センター指導者が清水小学校を視察 

2009.3 台湾国内のインターナショナルセーフスクールを視察 

2009.4 「しみずっ子すこやかネットワーク会議」が厚木市セーフコミュニティモデル地区

に指定される。 

2009.8 第１回ワークショップ開催 

2009.9 第２回ワークショップ開催 

2009.9 「第13回融合フォーラム2009 in神奈川」（厚木市）にて取組を発表 

2009.10 第３回ワークショップ開催 

2009.11 「セーフコミュニティ認証取得に向けての総決起大会」（厚木市）にて取組を発表

2009.11 韓国国内のインターナショナルセーフスクールを視察 

2010.1 インターナショナルセーフスクール認証取得を目指すことを決定 

2010.2 インターナショナルセーフスクール認証取得を目指す意思を正式に表明 

2010.2 「第31回厚木市立小・中学校ＰＴＡ活動研究大会」（厚木市）にて取組を発表 

2010.3 大阪教育大学附属池田小学校のインターナショナルセーフスクール認証式に参加 

2010.3 「アジア・太平洋学校安全推進フォーラム」（大阪府池田市）に参加 

2010.3 「第19回セーフコミュニティ国際会議」（韓国スウォン市）でポスター発表 

2010.6 アジア地域ＷＨＯセーフコミュニティ認証センター指導者が清水小学校を視察 

2010.8 インターナショナルセーフスクール認証校である大阪教育大学附属池田小学校か

ら講師を招いて校内研究会を実施 

2010.9 日本市民安全学会「市民オープンカレッジ」（厚木市）にて取組を発表 

2010.10 「第14回融合フォーラム in 富士山のまち富士宮」（富士宮市）にて取組を発表（予

定） 

2010.10 「平成22年度ＰＴＡ会長と教育関係者との研究会」（厚木市）にて取組を発表（予

定） 

2010.11 「市民安心・安全フェスタ2010 in あつぎ」（厚木市）にて取組を発表（予定） 
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Ⅲ 外傷状況 

 

１ 校内外傷発生データの集計 

2008年4月1日から2009年3月31日までの間、学校保健室で記録した外傷デー

タ5,636件を集計 

 
 ◇ けがをした時間帯は、「昼休み」がトップで15％。次が「15分休み」で11％。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ◇ 昼休みにけがをした原因のトップは「物にぶつかった」で約33％。次が「転ん

だ」で約27％。 

叩
か
れ
た 
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 ◇ けがをした場所は、「教室」がトップで約27％。次が「校庭」で約23％。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ◇ 教室でけがをした原因のトップは「物にぶつかった」で約28％ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ◇ 校庭でけがをした原因のトップは「物にぶつかった」で約38％。次が「転んだ」

で約30％。 

 
 
 
 

叩
か
れ
た 

叩
か
れ
た 
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２ 自転車用ヘルメットに関するアンケート調査の実施 

〇 実施日程：2008年11月 

〇 実施方法：児童に直接用紙を配布回収 

〇 配布数：902枚（全校児童） 

〇 有効回収数：902人：回収率100％ 

 
◇ 自転車を持っている児童の割合 
児童のほとんどが自転車を所有している。（全学年90％以上） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◇ 自転車を持っている児童中、ヘルメットを持っている児童の割合 
ヘルメットを持っている児童は、低学年では約40％、高学年では20％以下 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

全児童中、自分の自転車を持っている児童の割合（％）

93.7%

97.0%

95.1%

98.7%

97.9%

98.1%

96.8%

90% 92% 94% 96% 98% 100%

１年生

２年生

３年生

４年生

５年生

６年生

全体

自転車を持っている児童中、自転車用ヘルメットを持っている児
童の割合（％）

39.1%

35.2%

40.9%

16.3%

16.1%

5.1%

25.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

１年生

２年生

３年生

４年生

５年生

６年生

全体

0% 
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◇ ヘルメットを持っている児童中、いつもヘルメットをかぶっている児童の割合 
ヘルメットを持っている児童のうち、いつもヘルメットをかぶっている児童は、

低学年では約40％、高学年では10％以下 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◇ 自転車を持っている児童中、いつもヘルメットをかぶっている児童の割合 
自転車を持っている児童のうち、いつもヘルメットをかぶっている児童は、全

体で10％以下。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

自転車用ヘルメットを持っている児童中、いつもヘルメットをか
ぶっている児童の割合（％）

53.8%

28.1%

55.4%

8.3%

0.0%

0.0%

35.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１年生

２年生

３年生

４年生

５年生

６年生

合計

自転車を持っている児童中、ヘルメットをかぶっている児童の割合（％）

21.1%

9.9%

22.6%

1.4%

0.0%

0.0%

8.8%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

１年生

２年生

３年生

４年生

５年生

６年生

全体
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20.9%

79.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

はい

いいえ

29.3%

70.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

はい

いいえ

6.7%

93.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

はい

いいえ

25.0%

75.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

はい

いいえ

37.3%

62.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

はい

いいえ

24.4%

75.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

はい

いいえ

３ 児童意識調査の実施 

〇 実施日程：2010年6月 

〇 実施方法：低学年（1、2年生）：挙手による調査 

中高学年（3～6年生）：児童に直接用紙を配布回収 

〇 調査数：894（全校児童） 

〇 有効回収数：894人：回収率100％ 

 

◇ 信号を無視して渡ってしまうことがある 

 
 

 
 
 
 
 
 
◇ 歩道橋が近くにあるが、それを使わないで道路を渡ってしまうことがある 
 
 
 
 
 
 
 
 
◇ 放課後や休日に友だちと遊びに行くときは、防犯ブザーを持っていく 
 
 
 
 

１、２年生 ３～６年生 

１、２年生 ３～６年生 

１、２年生 ３～６年生 
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４ 学校づくり児童アンケートの実施 

○ 実施日程：2008年７月、12月、2009年７月、12月、2010年７月 

○ 実施方法：児童に直接用紙を配布回収 

○ 調査数：全校児童（各年度） 

（参考）学校づくり児童アンケート調査数（2010年７月） 

学年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 計 

調査数（人） 154 161 136 166 141 142 900 

○ 回収率：100％ 

 

◇ 友だちと仲良く過ごすことができているか 

（「はい」と答えた児童の推移（単位：％）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体的な傾向としては、学校生活の中で、児童がお互いに好ましい人間関係を築

いてきていることがうかがえる。 

ただし、少数ながら、「友だちと仲良く過ごすことができなかった」と答えた児

童がいることは、看過できない。近年、全国的にも、学校における暴力行為やいじ

めの問題が発生しており、ちょっとしたトラブルや言葉遣いなどがいじめへと発展

する可能性を秘めている。心の交流による良好な人間関係の構築と、いじめや暴力

を許さない風土づくりが重要である。 

 

 

90.8
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0
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0
1
0
/
7
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2008年度入学児童
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（参考） 
文部科学省「児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査（2008年度）」 
○ 小学校総数：22,476校 

○ いじめ認知学校数：7,437校 

○ いじめ認知件数：40,807件（前年度から8,089件減少） 

○ 暴力発生学校数（校内）：1,564校 

○ 暴力発生件数（校内）：5,996件（前年度から1,189件増加） 

 

５ ワークショップによる現状の把握 

（１）ワークショップの概要 

ア 参加者：約30人 

・学校関係者（教職員、ＰＴＡなど） 
・地域住民団体（自治会、青少年健全育成会、子ども会、公民館など） 
・交通安全関係団体（交通安全指導員、交通安全母の会など） 

イ 実施場所：清水小学校 
ウ 実施日程 第１回：2009年8月5日 18：30～20：30 

第２回：2009年9月11日 18：30～20：30 

第３回：2009年10月6日 18：30～20：30 

 
（２）ワークショップの内容 

ア 第１回ワークショップ（地域をもっと知ろう！） 
（ア）グループ分け 
（イ）グループワーク 
ａ 地域の課題を共有 
ｂ 地域の社会資源（施設、組織、サービス、活動など）に関する情報交換 
ｃ 地域の魅力（良い点、課題）を共有 

（ウ）グループワークの発表 
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イ 第２回ワークショップ（地域の課題についてみんなで考えよう！） 
（ア） グループワーク 
ａ 「すでにしていること」、「したいこと（はじめたいこと）」、「しなくては

いけないこと」を書き出す→情報の共有 
ｂ 「地域」、「学校」、「行政」、「その他（家庭、企業など）」の役割を考える。 

（イ）グループワークの発表 
ウ 第３回ワークショップ（実践方法を考えよう！） 
（ア）グループワーク 
ａ 「きっかけづくり」、「しくみづくり」、「進め方・継続方法」ですべきこ

とを考える。 
ｂ 「地域」、「学校」、「行政」、「その他（家庭、企業など）」の役割を考える。 

（イ）グループワークの発表 
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Ⅳ 課題と目標 

 

１ 優先課題 

 
（１）校内外傷発生データから導きだされた課題 

・「昼休み」など休み時間のけが予防 
「昼休み」など休み時間にけがが多く発生している。 
→ 「物にぶつかった」ことが主な原因 

・「教室」、「校庭」におけるけが予防 
「教室」、「校庭」でけがが多く発生している。 
→ 教室でのけがは、「物にぶつかった」ことが主な原因 
→ 校庭でのけがは、「物にぶつかった」、「転んだ」ことが主な原因 

 
（２）自転車用ヘルメットに関するアンケート調査結果から導きだされた課題 

・自転車用ヘルメットの着用推進 
児童のほとんどが自転車を所有しているが、ヘルメットの所持者は全体の約

25％、ヘルメットの着用率は10％にも満たない。 

 
（３）ワークショップによって導きだされた課題 

  ・自転車事故の防止 
・自転車運転技術の向上 
・交通安全知識の向上（交通ルールや自転車乗車 
時のマナーなど） 

 
（４）その他（住民の声から導きだされた課題や提案） 

  ・通学路等の安全確保（環境整備や愛の目運動の充実） 
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２ 目標 

 
（１）校内外傷発生件数の削減 

2008年度5,636件 → 2012年度3,600件（約36％減） 

１日平均28件あったけがを18件に減らす。 

（参考 2009年度 4,734件） 

 
（２）自転車用ヘルメット着用率の向上（ヘルメット着用者／自転車所有者） 

着用率 
学年 

2008年11月 2010年5月（参考） 2012年11月（目標）

１年生 21.1％ 42.8％ 90％ 

２年生  9.9％ 57.3％ 90％ 

３年生 22.6％ 37.1％ 70％ 

４年生  1.4％ 21.3％ 70％ 

５年生    0％ 35.0％ 50％ 

６年生    0％  6.5％ 50％ 

全体  8.8％ 35.3％ 70％ 

※ 学校全体で、2012年11月までに着用率70％を目指す。 

 
（３）交通事故ゼロ日数の延長 

2010年5月31日現在380日 

 
（４）児童の意識・行動の改善 

児童意識調査の結果の改善を目指す。 
 
（５）子どもたち同士の好ましい人間関係の構築 

学校づくり児童アンケートの「友だちと仲良く過ごすことができているか」と

いう設問に対する回答結果の改善を目指す。 
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Ⅴ ７つの指標に基づいた取組 
 

指標－１ 協働を基盤に、安全向上に取り組む運営基盤が整備さ

れている 

 
分野横断的安全推進組織 

（１）しみずっ子すこやかネットワーク会議 
清水小学校に在籍するすべての子どもたち、 
そして地域の青少年の健全育成のため、保護 
者を始めＰＴＡ、学校、青少年関係団体等が 
連携を密にしながら、ネットワーク化を図っ 
ている。 
地域の子どもの生活安全、交通安全、生活 
指導等を地域ぐるみの活動に広め、子どもも地域の皆さんも安心して暮らせる街

づくりに取り組んでいる。 
また、清水小学校の児童で組織する児童会や各委員会、教職員で組織する校内

研究会と連携し、協議内容等の情報を相互に共有、効果的な対策を協力して展開

している。 
なお、2009年４月からは、厚木市が指定する「セーフコミュニティモデル地区」

として、市のセーフコミュニティ活動と連携し、学校や子どもを基軸とした取組

の中心的役割を果たしてきた。 
 

構成 
校長、教頭、児童指導担当教諭、安全指導担当教諭、総括教諭、学 
校評議員、ＰＴＡ本部役員、父親委員会代表、校外生活指導委員会正 
副委員長、公民館長、自治会長、老人会長、子ども会育成連絡会校区 
会長、地域福祉推進委員会会長、主任児童委員代表、民生児童委員代 
表、青少年健全育成会代表、青少年指導員代表、青少年相談員代表、 
少年補導員代表、保護司代表、交通安全指導員代表、交通安全母の会 
代表、児童館指導員代表、児童クラブ代表 
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○しみずっ子すこやかネットワーク会議組織図 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ＰＴＡ本部役員、父親委員会代表、校外生活指導

委員会正副委員長 

教頭、児童指導教諭、安全指導教諭、総括教諭、

学校評議委員 

公民館長、自治会長、老人会長、子ども会育成連

絡会校区会長、地域福祉推進委員会会長 

主任児童委員代表、民生児童委員代表、青少年健

全育成会代表、青少年指導員代表、青少年相談員

代表、少年補導員代表、保護司代表、交通安全指

導員代表、交通安全母の会代表、児童館指導員代

表、児童クラブ代表 

会
長
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
）

副 

会

長

書 
 

記

顧問（校長） 
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（２）しみずっ子すこやかネットワーク会議と連携する校内組織 
ア 児童会・各委員会 
児童会を中心に、５、６年生で構成された保健委員会をはじめとする各委員

会が、校内の安全に関する事項について対策を立て活動している。 
また、しみずっ子すこやかネットワーク会議とは、安心・安全な登下校の在

り方をはじめとする地域での生活について情報を交換するなどの連携を図って

いる。 
 
 
 
 
 
 
○ 児童会・各委員会組織図 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈平成22年度のめあて〉安心・安全心がけ 協力しあう清水小 

運営委員会：学校のきまりの見直し・徹底、シンボルマーク決め 他

集会委員会：児童集会で安心・安全クイズ、委員会活動発表

福祉ﾘｻｲｸﾙ委員会：学校外へのやさしさｱﾋﾟｰﾙ、ﾕﾆｾﾌやｴｺｷｬｯﾌﾟ回収 等

放送委員会：昼休みの外遊びや廊下の安全歩行のよびかけ放送

広報委員会：新聞の発行、各委員会の取組宣伝、あるくゾーン調査 他

図書委員会：安心・安全に関する本のコーナー設置 

保健委員会：けがマップ作成、けがを減らすよびかけ運動 

給食委員会：「強い体をつくる」ためのﾊﾞﾗﾝｽよい食べ方の呼びかけ

体育委員会：休み時間ボール遊びパトロール隊、体力づくり運動

栽培委員会：花を育てて美しく明るい学校づくり、堆肥づくり

飼育委員会：うさぎとのふれあい週間で命の大切さを呼びかけ

美化委員会：きれいで安全な学校をつくる清水クリーンデーの実施
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イ 校内研究会 
全教職員で構成された自主的研究組織であり、教育の今日的課題について、

本校児童の実態に基づく授業実践など通じて解決を図るために活動している。 
2007 年度から 2009 年度までの３年間は、心の交流に根ざした好ましい人間

関係が生まれるような「心をつなぐことばの力」の育成に取り組んできた。 

2010年度からは、命を大切にし、自ら考えて行動できる児童の育成をめざし

て取組を進めている。 
 
○ 校内研究会組織図 

 
 
 
 
 
 
 
 

授業研究部：児童自らが安心・安全な生活を築くことが 

できる力をはぐくむ授業研究 

◇各教科 ◇領域（特別活動、道徳、総合的な

学習の時間） 

施設整備部：安心・安全な学校生活を送る施設整備 

◇校庭、校舎内の安全環境の整備 

◇防災・防犯管理 ◇安心・安全ギャラリー 

児童活動部：児童の安心・安全に対する意識の高揚 

◇児童会、各委員会の取組 

安全教育部：安心・安全に対する実践力技能の向上 

◇交通安全指導 ◇食教育 ◇防犯教室 

校 
 

長

推

進

委 

員

会

しみずっ子の光り輝く安心・安全な学校 

    －命を大切にし、自ら考えて行動できる児童をめざして－ 
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指標－２ セーフスクール推進組織と「セーフコミュニティ」に基づ

いた地域の推進協議会によって決定されたセーフスクー

ルの政策がある 

清水小学校では、保護者や教職員、地域住民らで組織する「しみずっ子すこやかネ

ットワーク会議」が中心となり、2009年に厚木市から「セーフコミュニティモデル地

区」の指定を受け、市のセーフコミュニティ活動と共に、学校を基軸とした取組を展

開してきた。 

 
（１）清水小学校教育プラン 

「しみずっ子の光り輝く安心・安全な学校」 
学校教育目標 
「豊かな心をもち、たくましく生きる力をもって活動する子の育成」 
しみずっ子のめあて 
「かしこく」「やさしく」「まじめに」「たくましく」 

 
ア 重点「安全・安心・元気な体」 
（ア） 安全で安心して生活できる学校環境の整備・充実 
（イ） 児童の自発的・自治的活動による健康づくり 
（ウ） 交通安全指導の充実（交通事故ゼロ） 
（エ） 食教育・給食指導の推進 
（オ） 校庭施設等を活用した体力づくりの推進 

 
イ 具体的な取組 
（ア） 児童の安全意識を高める指導の充実 
（イ） 安全点検の工夫・充実 
（ウ） 児童会・保健・給食・体育委員会等の自発的・自治的活動によるけがの

防止 
（エ） 食教育・体力づくりをとおした体力の維持・増進 
（オ） 「保健・健康だより」による啓発 
（カ） 交通安全教室の充実（安全な自転車の乗り方） 
（キ） 体育科授業の工夫・充実 
（ク） 地域安全マップの活用 
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（２）児童のめあて 

「安心・安全心がけ 協力しあう 清水小」 
 
（３）清水小学校ＰＴＡ 平成 22年度事業の目的 

本会は、成人教育機関として会員の資質向上、 
及び子どもたちの健全育成をめざして事業を企画、 
実行する。併せて、清水小学校区の地域社会の実 
態、及び社会の変化に対応しつつ、学校の教育理 
念に整合した事業を行う。 
この目的をより効果的に達成するために、厚木市ＰＴＡ協議会及び地域の関

連諸団体等と適切な連携を図りながら、事業を進めることとする。 
特に、本年度は、従来の事業に加え、「しみずっ子すこやかネットワーク会議」

を通じ、セーフコミュニティモデル地区における中核的な役割を果たすととも

に、清水小学校インターナショナルセーフスクールの認証取得に向けた取組に

対し十全な支援を行うものとする。 
 

（４）しみずっ子すこやかネットワーク会議目的（抜粋） 

「地域の子どもの生活安全・交通安全・生活指導等を地域ぐるみの活動に広

める展開を進め、子どもも地域の皆さんも安心して暮らせる街づくり運動に発

展させる。」 
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指標－３ 両性、全年齢、環境、状況をカバーする長期的かつ継

続的なプログラムを実施している 

 
（１）校内外傷発生箇所図の掲示 

校内に学校の平面図を掲示し、 
児童自らがけがをした箇所にシー 
ルを貼り付けている。危険箇所が 
可視化されるとともに、安全への 
関心を高める。 
また、改善すべき点を児童自らが発見し、具体的な対策を講じている。 

 
（２）保健目標の設定 

毎月１日、各学級において保健目標を確認する。また、「保健クイズ」を実施し、

児童の安心・安全に対する意識の向上を図る。 
 
（３）校内けが予防運動 

児童会・各委員会が、校内外傷発生データ 
  をもとに、けがの多く発生した「時間帯」、「場 
所」、「原因」などを児童に周知し、注意を喚起 
している。 
また、けがの原因として多くあげられた「物 
にぶつかった」ことによるけが防止のため、ど 
のような状況、環境により「物にぶつかった」 
のかを代表委員会で話し合った結果、「ふざけ 
ていて物にぶつかる」や「机の横にかけてある 
荷物等に引っかかる」というケースが多いこと 
が判明。 
児童会だより等により具体的な事例を周知し、 
一層の注意を喚起するとともに、各クラスで対 
策を検討。「机の横には一切の荷物をかけてはいけない」などのルールづくりが

進んだ。 
今後、一層のルールづくりや、児童の安全意識の高揚を図る。 
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（４）校内安全点検 

児童自らが学校内を見回り、学校内に潜む危険 
環境等を点検する。「校内安全点検」により明ら 
かになった危険環境等は、対策を検討、実施する。 
また、教職員は、毎月１日を基準日に安全点検 
を実施しており、老朽化や整備不良はもとより、 
構造上の問題から危険な状態になっている箇所の 
発見に努めている。なお、発見できた危険箇所については、修繕や改修に向け、

速やかな対応に心がけている。 
 
（５）校庭へのエントランススロープの改修 

児童が校庭へと向かう際に通る下り坂で「ぶつかっ 
たり、滑ったりして転ぶ」という外傷が多く発生して 
いたことを受け、滑り止め加工をした舗装に改修し、 
「あるくゾーン」と命名して、走らずに歩いて通るこ 
とをルール化した。 
そして、広報委員会では、休み時間に走り下る人数を調査し、その結果を児童

朝会で発表するなどして、注意を呼びかけている。 
 
（６）窓からの転落を防止する装置の新設 

校舎の一部には、窓の外側にベラン 
ダが設置されておらず、開放した窓か 
ら児童が落下する事故につながる可能 
性があったことから、２階以上の窓に 
開放を制御する装置を設置した。 

 
（７）自転車用ヘルメット着用運動、ヘルメット着用率グラフの掲示 

自転車用ヘルメットの着用を 
促すチラシの配布や、着用率の 
調査結果をグラフ化したものを 
校内に掲示するなど、児童への 
啓発、意識向上を推進している。 
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（８）ＰＴＡから保護者へ自転車用ヘルメットの購入・着用の呼びかけ 

自転車用ヘルメットの着用率を向上させるため 
には、児童の意識向上を図るだけでなく、保護者 
の正しい理解と意識改革を促すことが必要なこと 
から、ＰＴＡが先頭になって、自転車用ヘルメッ 
トの購入と着用の呼びかけを行っている。 

   2009年のＰＴＡ講演会の際には、来校した保護者に対して、業者の協力を得て

様々なタイプのヘルメットの展示をとおして啓発するとともに、購入してもよい

と考えている費用等についてアンケート調査を行った。 
また、2010年の入学式では、ＰＴＡ会長が祝辞のなかで、自らヘルメットを着

用して、その必要性を語った。 
 
（９）自転車安全教室の実施 

自転車の安全な乗り方やマナーなどを学ぶことを 
目的に、全児童を対象に昼休みや放課後を利用して 
自転車安全教室等を実施している。 
この教室で学んだ児童の中から、2009年には「交 
通安全子ども自転車神奈川県大会」に出場し、自転 
車安全教室等で習得した自転車運転技術の成果を発 
揮した結果、見事第４位に入賞した。 

 
（10）技能走行テスト用コースの改修 

学校内に設けていた「交通安全子ども自転車 
大会」の技能走行テスト用コースを改修し、自 
転車技術を修練する環境が一層整った。 

 
（11）地域安全マップの作成 

子ども達自身の眼で地域の危険箇所や不安箇所を確認し、マップにまとめてい

る。子どもの危険予知能力や危険回避能力、防犯意識の向上を図るとともに、地

域への愛着心を育む。 
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（12）防犯ブザーの配布と点検 

厚木市では、小学校入学の全児童に対し、防犯ブザーを配布し、登下校はもと

より外出時にも携帯するように指導しているが、本校では、毎日の朝の会で所持

と故障の有無について点検し、必要な場合には即時補充や交換をするなどして、

所持の徹底を図っている。 

また、毎月５日の所持率をグラフに表し、廊下に掲示することで啓発を図って

いる。 

 

（13）防犯教室の実施 

児童を対象に、地域において不審者に遭遇してしまった場合にも、危険を遠ざ

け安全を確保するための行動がとれる力をはぐくむことを目的に、警備会社の

方々を講師に招いて防犯教室を隔年で実施している。 
 
（14）教職員の防犯研修会の実施 

学校では、防犯カメラを設置し、外来者の受付を行うなど、常にその動向に注

意を払うことで危機の未然防止に努めているが、不審者が侵入してきた場合を想

定し、児童はもとより教職員自身の生命までを守り、危機を回避することができ

る個人的な対応力と組織的なシステムの向上を目的として、定期的に防犯研修会

を実施している。 
2010年の研修会では、警備会社の方が扮した不審者が実際に侵入してきた状況
に対して、複数の教職員による声かけや、不審者との適切な位置の取り方、さら

には侵入情報を学校全体で迅速に共有し、組織的に対応できるよう実習と学習を

行った。 
 
（15）愛の目運動 

   老人会や交通安全指導員、交通安全母の会、ＰＴＡ 
などの各種団体が、登下校時の子どもの安全を守るた 
め、見守り運動を実施している。 
 

（16）セーフティーベスト着用運動 

愛の目運動を始めとした各種活動や行事開催の際に、従事者がセーフティーベ

ストを着用し、市民が一丸となって安全に対する取組を行っていることを不審者

等に見せることにより、犯罪等の未然防止を図っている。 
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（17）かけこみポイントの充実 

清水小学校では、児童を不審者等から守る 
ため、住宅や商店を緊急避難場所として指定 
し、通学路等の安全確保を図る「かけこみポ 
イント」の指定数の一層の拡大のため、各家 
庭や商店への協力を呼びかけ、現在850箇所 
余りが登録されている。 
かけこみポイントの充実は、防犯意識のバ 
ロメーターであり、かけこみポイントの看板 
の掲示は、犯罪発生の抑止力にもなっている。 

 
（18）情報共有ネットワーク 

しみずっ子すこやかネットワークでは、不審者の発生や下校時間の変更などの

情報を、従来の電話による連絡網に代わり、携帯電話やＥメール、ＦＡＸを利用

して発信している。これにより、迅速な情報提供、対応が可能となっている。 
 
（19）危険箇所の情報提供 

しみずっ子すこやかネットワークのメンバーである自治会長らが、日常の活動

の中で気付いた、樹木による死角や暗がり、危険な河川、交差点などの危険箇所

情報を学校等に提供している。これらの情報を基に、安全環境の整備、改善策を

講じている。 
 
（20）命についての学習 

「道徳」の授業等において、命を大切にする心や、自ら考えて安全な行動がで

きる力（危険回避力、危険予知力）を養うためのカリキュラムを取り入れている。 
たとえば３年生の「道徳」では、雄大な自然の中で生まれ変わっていく命の姿

を見つめながら、命の有限性やたくましさなどに 
ついて考える授業を行っている。 
また、５年生の「理科」では、児童一人ひとり 
が「メダカ」の発生から成体になるまで飼育する 
ことをとおして、生命の神秘に触れるとともに豊 
かな生命観をはぐくむ授業を行っている。 

 

かけこみポイント位置図 
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（21）定期的な安全指導 

   ヘルメットの着用や交通ルールの遵守など、児童の安 
心・安全な生活づくりに向けた意識の向上を図るために、 
内容に応じて集会や学級において、定期的な指導を行っ 
ている。 
具体的には、毎月５日には防犯ブザー所持状態の調査、 
15日には交通ルールの理解を促進させる問いかけ、さら 

に月末及び休日前には休日の過ごし方や遊んではいけな 
い場所などの確認を行っている。 
また、月１回の集会では、学校長自らが全校児童に向 
けて、交通事故ゼロの日が継続していくよう語りかけている。 
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指標－４ ハイリスクのグループや環境を対象としたプログラムを

実施している 

 
（１）自転車用ヘルメット着用運動、ヘルメット着用率グラフの掲示（再掲） 

自転車用ヘルメットの着用を促すチラシの配布や、着用率の調査結果をグラフ

化したものを校内に掲示するなど、児童への啓発、意識改革を推進している。 
 
（２）自転車安全教室の実施（再掲） 

自転車の安全な乗り方やマナーなどを学ぶ「自転車安全教室」等を実施してい

る。また、2009年、「交通安全子ども自転車神奈川県大会」に出場し、「自転車安

全教室」等で習得した自転車運転技術の成果を発揮した結果、見事第4位に入賞
した。 

 
（３）自転車運転技術の伝承 

自転車運転技術に秀でた児童（自転車大会選手ら）が、低学年児童など技術の

習得が必要な児童に自転車運転技術を教える。子どもの目線に立った指導により、

一層の技術向上が期待できるとともに、学年を越えた交流も生まれる。 
 
（４）集団登下校 

通学路の安全確保のため、高学年が低学年を引率 
して登下校を行う。その際、交通ルールやマナー等 
の指導も併せて行い、低学年の児童たちの危険回避 
力や危険予知力を養う。 
また、特に１年生は他学年に比べて下校時間が早 
いことが多いため、１年生だけで安全に下校できるように、４月当初は教職員付

き添いのもとで集団下校を実施している。 
 
（５）ペア学級 

入学したての１年生にとっては、学校生活の全てが新た 
な経験であり、活動によっては思わぬ外傷につながってし 
まうこともある。 
そこで、例えば、給食や清掃については４年生、またラ 
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ジオ体操や長縄跳びについては６年生というように、上級生がペアとなって当初

から一定期間付き添う形でお手伝いをしている。 
 
（６）いじめ暴力防止キャンペーン 

本校では、子どもにとって、学校や学級を安心で居心地の良い場所にするため

に、心の交流に根ざした好ましい人間関係が生まれるような「心をつなぐことば

の力」の育成に向け、各教科等の授業改善に取組んできており、その成果の一端

は、「学校づくり児童アンケート」の結果にも表れてきている。 
また、こうした積極的な取組と併せて、いじめや暴力を許さない風土の醸成を

目的に、毎年 10 月を「いじめ暴力防止キャンペーン月間」と定め、いじめや暴

力を防止するための改善策（正しい言葉遣いやあいさつの励行など）を各クラス

で話し合い、スローガンを決めて取り組んでいる。 
2008 年 10 月に行ったキャンペーンでは、クラス内での悪口やけんかが減少す

るなどの成果があがった。なお、各クラスの成果については、「児童会便り」に

集約し、全校児童に向けた情報発信による啓発を行った。 
 
（７）いじめ防止対策の職員研修会 

職員を対象にいじめの発生抑止や早期発見、いじめ発生後の対応策などを学ぶ

研修会を実施している。 

具体的には、月１回行っている職員会議の際に教頭が行う事故・不祥事防止の

ための研修の一環として、2009年の９月にいじめの早期発見と適切な対応につい

て学習した。 

また、2009 年 11 月の児童指導研修会では、ブレインストーミングを活用した

ワークショップ形式により、担任がいじめを発見した場面を想定した行動マニュ

アルを作成した。 
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指標－５ 外傷の発生頻度や原因などを記録するプログラムがあ

る 

外傷等の発生頻度や原因などは学校が収集し、学校及びしみずっ子すこやかネット

ワーク会議が、厚木市外傷サーベイランス委員会と連携を図りながら分析する。 
 
（１）校内外傷発生データ収集：毎日 

校内で発生したけがのデータを保健室において収 
集し、けがをした「時間」、「場所」、「原因」、「種類」、 
「部位」などの情報を記録している。 

 
 
 
 
 
（２）校内外傷発生箇所データ収集：毎日 

校内に学校の平面図を掲示し、児童自らがけがをした箇所にシールを貼り付け

ている。 
 
 
 
 
 
 
（３）自転車用ヘルメットに関するアンケート調査：毎奇数月 

全児童を対象に、自転車の所有の有無、自転車用ヘ 
ルメットの所持の有無及び着用の有無について、2008 

年11月をスタートとし、2009年５月からは奇数月に 
調査を実施。その数値結果推移をグラフ掲示すること 
により周知及び啓発を行っている。 

 
（４）児童意識調査：４箇月毎 

全児童を対象として、2010年６月から４箇月毎に、安心・安全に対する意識調
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査を実施し、児童の意識や行動の変容を把握するとともに、様々な学習や指導が

児童の意識向上に有効であるかについて検証を行っている。 

 
（５）学校づくり児童アンケート：毎年７月及び 12月 

全児童を対象に、毎年７月及び12月に、学校生活に関するアンケートを実施し

ている。中でも「友だちと仲良く過ごすことができているか」という設問に対す

る回答は、子どもたちにとって、学校や学級が安心で居心地の良い場所であるか

どうか、好ましい人間関係の中で生活が送れているかどうかのバロメーターであ

る。 
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指標－６ 学校政策、プログラム及びそのプロセスが変化したこと

による効果を評価する方法がある 

プログラムの進行管理は、「しみずっ子すこやかネットワーク会議」が中心となっ

て行い、次の評価指標に基づいて効果を評価する。 
 
（１） 校内外傷発生件数（保健室における校内外傷発生データ収集）：毎年 

達成目標：2008年度5,636件 → 2012年度3,600件（約36％減） 

（参考 2009年度4,734件） 

 
（２）自転車用ヘルメット着用率（自転車用ヘルメットに関するアンケート調査）：毎

奇数月 

達成目標：2008年11月8.8％ → 2012年11月70％（参考 2010年5月35.3％） 

 
（３）交通事故ゼロ日数の延長：毎日 

2010年5月31日現在380日 

 
（４）児童の意識・行動変化（児童意識調査）：４箇月毎 

 
（５）学校づくり児童アンケート結果の改善：毎年７月及び 12月 

 

（６）外部評価（セーフコミュニティ認証センター指導者による視察など）：随時 

2009 年２月及び 2010 年６月に、セーフコミュニティ認証センター指導者を韓

国、中国、台湾から招き、指導、助言を受けた。 

 
 
 
 
 
  
 
 

プログラム管理、評価 

Do 

関係団体等との協働による対策実施

Check 

対策実施後の効果測定、評価

Action 

対策や実施計画へ評価内容を反映 

See 

現状把握 

しみずっ子すこやか 

ネットワーク会議 

Plan 
外傷データ等分析、対策検討、 
実施計画策定 
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指標－７ 国内・国際的なネットワークへ継続的に参加している 

 
2008.11 「セーフコミュニティ推進に向けての市民総決起大会」（厚木市）にて取組を発表 

2009.2 アジア地域ＷＨＯセーフコミュニティ認証センター指導者が清水小学校を視察 

2009.3 台湾国内のインターナショナルセーフスクールを視察 

2009.4 「しみずっ子すこやかネットワーク会議」が厚木市セーフコミュニティモデル地区

に指定される 

2009.9 「第13回融合フォーラム2009 in神奈川」（厚木市）にて取組を発表 

2009.11 「セーフコミュニティ認証取得に向けての総決起大会」（厚木市）にて取組を発表 

2009.11 韓国国内のインターナショナルセーフスクールを視察 

2010.2 「第31回厚木市立小・中学校ＰＴＡ活動研究大会」（厚木市）にて取組を発表 

2010.3 大阪教育大学附属池田小学校のインターナショナルセーフスクール認証式に参加 

2010.3 「アジア・太平洋学校安全推進フォーラム」（大阪府池田市）に参加 

2010.3 「第19回セーフコミュニティ国際会議」（韓国スウォン市）でポスター発表 

2010.6 アジア地域ＷＨＯセーフコミュニティ認証センター指導者が清水小学校を視察 

2010.8 インターナショナルセーフスクール認証校である大阪教育大学附属池田小学校から

講師を招いて校内研究会を実施 

2010.9 日本市民安全学会「市民オープンカレッジ」（厚木市）にて取組を発表 

2010.10 「第14回融合フォーラム in 富士山のまち富士宮」（富士宮市）にて取組を発表（予

定） 

2010.10 「平成 22 年度ＰＴＡ会長と教育関係者との研究会」（厚木市）にて取組を発表（予

定） 

2010.11 「市民安心・安全フェスタ2010 in あつぎ」（厚木市）にて取組を発表（予定） 

 
 
 
 
 
 
 
 
セーフコミュニティ認証取得に向けての総決起大会 附属池田小ISS認証式 
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Ⅵ 長期展望 

 

１ 長期目標 

 
（１）校内の事故や外傷の発生件数を減らす。 

 
（２）児童自らが危険を把握・予知し、回避する力「安全力」を育成する。 

 
（３）児童、保護者、教員のみならず、地域との連携を強化し、地域ぐるみで安全性

の向上を図る。 

 

２ 今後の展開 

 
（１）協働による運営基盤の充実 

 
（２）安全向上プログラムの継続的推進 

 
（３）学校の安全に関与する全ての教職員、保護者及び地域の方々などの安全向上プ

ログラムの実施 

 
（４）外傷の頻度と原因を記録するプログラムの継続的運用 

 
（５）安全向上プログラム及びそのプロセスの評価並びに改善の継続的実施 

 
（６）国内外のネットワークへの継続的参加及びＩＳＳ認証校との交流 

 
（７）インターナショナルセーフスクールの制度の普及・啓発 

 
 
 



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Make Our School Brilliant, Safe and Secure 
with International Safe School programs 

 
 

 

 

Shimizu Elementary School 
3-8-1 Tsumada-Nishi, Atsugi City, Kanagawa Prefecture 
Japan, 243-0815 
ｔｅｌ：（046）221-4210 ｆａｘ：（046）221-4539 
ｅ-ｍａｉｌ：shimizu-es@edu.city.atsugi.kanagawa.jp 

This application report can be downloaded from the web site of Shimizu Elementary 

School. 

Shimizu Elementary School 
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